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な こと は ひとつ もない。 

た y 最後に 自分の 眼 を 疑 ひたい ほど 会心な 一 項目が 

掲げられて ゐ るので、 それだけ でも、 政府の 意図す る 

ところ を 私 は 汲む ことができた。 その 項目と いふの は、 

国立 演劇 研究所の 創設で ある。 

かねて 私 は 機会 ある 毎に、 かゝる 国家的 施設の 必要 

を 叫んで ゐ たので ある。 わが国の 演劇界の 現状 は、 誰 

がなん とい はう と、 正しい 意味での アカデミズムの 欠 

如が 唯一 の 弱点であった。 技術の 訓練 も、 人材の 吸引 

も、 品位の 向上 も、 理論 はとに かく、 実際問題 として、 

まづ そこから 出発し なければ ならぬ のが、 少く とも 日 



の 職業と して 身に つけ、 これに 熟達し、 万人 を 首肯せ 

しめる てい の 魅力 ある 技能と な つて ゐる ことが 大事な 

ので ある。 

耳に 想へ る 言葉の 価値が 国民生活の 文化的 表現と し 

て 夙に 尊重され てゐる 国で は、 演劇が おの づ から 国語 

教育の 一 分野 を 受け もち、 俳優 は 「話される 言葉」 の 

正統 的な エキス パ— ト として、 社会 全体が これ を 認め 

てゐる 事情 を、 今更ながら 私 は 当然な こと ゝ思 ふ。 

最近 わが国に も 紹介され た フランス 映画の 「とらん 

ぷ譚」 とい ふの は、 サ シャ. ギ イト リイと いふ 俳優が 

はじめから 終 ひまで 一 人で 喋りつ y ける 風 変り なトォ 



キイで あるが、 この 映画の 面白さ は、 フランス 俳優の 

さう いふ 教養と 技術 を 土台と して 仕組まれ たものと 解 

する のが 適当で ある。 

国立劇場 コメデ イイ . フランセ ェズの マチネ ー に は、 

小学生 や 女学生が 古典 劇の テキスト など 持ち こんで 舞 

台と 睨めつ くら をして ゐる図 をよ く 見かける が、 これ 

は、 学校の 先生 や 両親に 連れられて フランス語の 正し 

い 「言 ひ 方」 を 聴きに 来る ので ある。 

また 舞台 を 退いた 老 俳優と か、 舞台の 収入 だけで は 

デ クラ マショ ン 

生活に 余裕の なさ さうな 官吏 俳優の 内職が、 「朗 誦」 

n ンヴ ェ ルサシ ョ ン 

或は 「会 話」 の 個人教授 である こと は 周知の 事実 
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